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「スマートプラス」方式を活用した非接触 IC・携帯クレジットサービス拡大への取り組みについて 

株式会社三菱 UFJ フィナンシャル・グループ（取締役社長 畔 柳
くろやなぎ

 信雄
の ぶ お

、以下 MUFG）、株式

会社三菱東京 UFJ 銀行（頭取 畔柳 信雄）、UFJ ニコス株式会社（代表取締役社長 大森
おおもり

 一廣
かずひろ

）、

および株式会社ディーシーカード（取締役社長 片柳
かたやなぎ

 彰
あきら

）＊は、世界最大の決済ブランドで    
ある VISA インターナショナル（日本総支配人ジェームス・オールヒューゼン、以下 VISA）と

共同で、UFJ ニコスが開発した非接触 IC クレジット方式「スマートプラス」を活用し、非接触

IC・携帯クレジットの拡大に取り組むこととしました。 
＊ UFJ ニコスとディーシーカードは、関係当局の許認可等を前提に平成 19 年 4 月に合併し、三菱UFJ ニコス（仮称）

となる予定です。 

 
1． 「スマートプラス」方式を活用した非接触 IC・携帯クレジット拡大の狙い 

 
交通機関等を中心に非接触 IC による小額決済の普及が進むなか、携帯電話に内蔵した非接

触 IC に電子マネーやクレジット機能を搭載した「おサイフケータイ®」＊は、携帯電話会社  

各社の主力機種として利用者が大幅に増加しています。このような状況をうけ、常時携帯  

される携帯電話の特性と非接触 IC を活用した簡単・スピーディーなクレジット機能の提供に

より、現金支払いが中心の分野におけるクレジット利用の拡大をめざして、さまざまな非接

触 IC・携帯クレジットサービスが事業化されています。 
＊「おサイフケータイ®」は、株式会社NTTドコモの登録商標（他の携帯電話会社がライセンスにて名称使用）です。 

 
こうしたなか、MUFG グループの UFJ ニコスは、平成 16 年 12 月に「スマートプラス」    

方式による非接触 IC・携帯クレジットサービスを商用化しました。「スマートプラス」は、  

プラスチックカードでの利用に加え、本邦の全携帯電話会社の「おサイフケータイ®」で利用

可能です。加えて「スマートプラス」は、カード発行システム、加盟店端末、決済ネットワ   

ークなどの既存のクレジットカードインフラを最大限活用する前提で開発されたことにより、

カード会社や加盟店にとって汎用性が高く、導入や運営の負荷が非常に低い特徴が評価され、

大手カード会社や POS 導入の大手加盟店を中心に採用が拡大しています。 
 
しかし、一般のクレジットカード取引と異なり、各非接触 IC・携帯クレジットサービス間

の仕様共通化や加盟店端末の相互利用は実現していません。現状のままでは複数のサービス

が互換性なく存在することで、カード会員や加盟店の方々の混乱や利便性の低下を招き、  

非接触 IC・携帯クレジットの拡大にも悪影響を及ぼす可能性があります。この問題について、

MUFG グループと VISA は共通認識を持つに至り、共同で非接触 IC・携帯クレジットの拡大

に取り組むこととしました。 



 

2 

2． 具体的な取り組み内容 
 
（１） MUFG グループは、UFJ ニコスが開発した「スマートプラス」の技術・ノウハウを VISA

に無償で提供します。一方 VISA は、その技術を発展させるとともにオープンプラット

フォームとして本邦の VISA メンバーに提供します。現在、協同クレジットサービス、

ジャックス、セントラルファイナンスの VISA メンバーに加え、MUFG グループのアコ

ムが「スマートプラス」を導入する準備を進めています。 
 
（２） UFJ ニコスとディーシーカードは、一体となって「スマートプラス」を推進します。UFJ

ニコスは平成 18 年 5 月、ディーシーカードは平成 18 年 8 月に、VISA ブランド仕様の

「スマートプラス」サービスを開始し、「スマートプラス」利用会員数を平成 20 年度   

には 2 百万人まで拡大します。また、両社の加盟店と三菱東京 UFJ 銀行のお取引先への

「スマートプラス」導入を拡大します。既に、ガソリンスタンド、書店、ファミリー   

レストラン等の大手提携先・加盟店が「スマートプラス」導入を決定しており、加盟店

数は平成 20 年度には 10 万店に達する見込みです。さらに、MUFG グループがリテール

分野における業務・資本提携を行っている農林中央金庫とも連携していく予定です。 
 
（３） 三菱東京 UFJ 銀行は、旧 UFJ 銀行拠点に「スマートプラス」対応 ATM をすでに約 400

台設置し、UFJ ニコスと「スマートプラス」方式での ATM キャッシング提携を行って

います。今後は、旧東京三菱銀行拠点への対応 ATM の設置を拡大するとともに、アコ

ムとも同様の提携を開始します。 
 
 

3． 他の同種サービスとの仕様共通化および端末共同利用への取り組み 
 

MUFG グループは、VISA 以外の決済ブランドとの同様の提携や他の同種サービスとの仕様

共通化および端末共同利用を積極的に推進し、お客さまにとって利便性の高い非接触 IC・  

携帯クレジットサービスの発展に取り組みます。 
 

以 上 
 
 
 
 


